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新春を迎え組合員皆様のご多幸を
お祈り申し上げますとともに本年も何卒宜しく
お願い申し上げます。　　　　  令和5年　元旦
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次の事項が審議され提案通り承認されました。

令和４年度新規担い手就農者を祝う会（大ホール　常勤）
西日本地区蔬菜取引先訪問対応

（11日迄　西日本地方　常務）
スーパーアルプス60周年記念行事

（12日迄　組合長）
信連仮決算報告及び経営者ディスカッション

（応接室　常勤）
令和４年産農産物集荷報告会（大ホール）
第２回役員推薦委員会（大ホール）
上川地区監事協議会道外視察研修

（23日迄　宮城・岩手県　監事団）
当麻町総合計画審議会（組合長）
秋季大祭「新嘗祭」（当麻神社　組合長）
当麻町総合計画審議会（組合長）
当麻町土地開発公社理事会（当麻町役場　組合長）
第46回理事会
関西地区蔬菜取引先訪問対応

（12月１日迄　関西方面　組合長）
花き類道内販売取引先挨拶対応（29日迄　札幌市　常務）

組合のあゆみ 月11
4
7

8

16

18
20

22
23
24

25
28

EXECUTIVE BOARD

●議案第１号　令和４年度10月末収支見通しについて

●議案第２号　令和５年度営農計画書作成基準及び審査方針・審査基準について

●議案第３号　企業年金規約の一部改正について

●議案第４号　組合員の異動について

理事会報告
第46回理事会 令和4年11月25日

当麻町花き生産組合定期総会及び作況反省会（大ホール　
常勤）
第24回監事会
全共連第５回運営委員会（北農ビル　組合長）
監事協議会代表者会議（旭川市　林代表監事）
当麻町そ菜研究会定期総会及び作況反省会

（大ホール　常勤）
旭川厚生病院運営委員会（旭川市　組合長）
第６回上川地区組合長会議（　　〃　　）
当麻町農業税対協議会第19回定期総会

（大ホール　組合長）
上川中央部農協連絡協議会冬期研修会

（旭川市　組合長・常務・信担）
留萌・上川・宗谷合同JA常務・参事会議（旭川市　常務）
11月末定期監査（21日迄　監事団）
上川地区農協米対策委員会（JA上川ビル　組合長）
上川地区農協畑作・青果対策委員会（　〃　）
上川地区農協酪農畜産対策委員会（　〃　）
第47回理事会
役員コンプライアンス研修会
上川地区農協酪農畜産対策委員会（JA上川ビル　組合長）

組合のあゆみ 月12
2

5

6

7

9

14
15
22

23

27

【ＪＡ直営農産物直売所　冬期休業のお知らせ】

Ｊ Ａ 直 営 　 農 産 物 直 売 所

　令和４年６月18日より営業しておりました農産物直売所は、11月５日（土）をもって今期の営業を終了致しました。
たくさんのお客様にご愛顧いただき、誠に有難うございました。
　直売所事業にご理解、ご協力をいただきました組合員の皆様に心からお礼申し上げます。
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11月4日　令和4年度 新規担い手就農者を祝う会開催
　　　　　  ～農業関係者が新たな門出を祝う～

　当麻町、当麻町農業委員会、ＪＡ当麻の３団体が主催となり、新規担い手就農者を祝う会が農協３階大ホールにて開
催され、農業関係者42名が出席する中、今年度、当麻町内で新規就農された方々を激励致しました。
　主催者を代表して村椿町長より「当麻農業の強みは各関係機関が課題を迅速に共有していくというところにあります。
新規就農者そして新婚農業者の皆さんにはオール当麻の農業の力を集結してサポートして参りますので、この強みを最
大限に活用していただき、これからの当麻農業を明るい未来へ繋げていっていただくことをお願います」と挨拶。ＪＡ福
井組合長から「今年も多くの担い手を迎えることができ嬉しく思います。農業は天候相手の仕事でありますので非常に
苦労することもあります。その時は是非一人で悩まず人と
の繋がり、生産組織との繋がりを大事にアドバイスをもら
いながら難局を乗り越えていただきたいと思います。乗り
越えたその先に見える達成感、喜び、ロマン、素晴らし
いものがありますので成長されて活躍いただくことを祈念
申し上げます」とエールを送りました。
また、当麻町議会片原産業福祉常任委員長、ＪＡ青年部三
島部長よりお祝いの言葉が贈られ、ＪＡ北海道中央会などＪ
Ａグループ５団体から激励状が、主催３団体から記念品が
贈呈されました。
　新規就農者は「農業に関する知識・技術の向上を目指し、
当麻農業の発展に貢献できるよう努力して参ります」とお
礼の言葉を述べました。

新規就農者

田　村　洋　介 さん　（北星１区）
た む ら ようすけ

主要栽培作物：水稲、牧草
今後の抱負：
　農業に関する知識・技術の向
上を目指し、安定した農業経営
を行いたいです。皆様、ご指導
のほど宜しくお願い致します。

小川原　悠　太 さん　（中央４区）
おがわはら ゆ う た

主要栽培作物：
　水稲、ミニトマト
今後の抱負：
　農協の様々な取り組みを知
り、同じように努力していきた
いと思います。

菅　野　琉　聖 さん
（中央７区）

か ん の りゅうせい

主要栽培作物：水稲、そば
今後の抱負：
　早く仕事を覚えて１人前になれるように
頑張ります。

生　田　和　也 さん
（宇園別２区）

い く た かずや

主要栽培作物：水稲、デントコーン
今後の抱負：
　当麻町のお米をＰＲしたいです。

新婚農業者

伊　藤　方　朝 さん　　淑　子 さん　（北星１区） 

※生田和也さん、伊藤淑子さんについては当日欠席となっております。

い と う まさとも よ し こ

主要栽培作物：胡瓜
今後の抱負：夫婦で協力し、良い成績を出せるよう頑張ります。

当麻町そ菜研究会・当麻町花き生産組合　各部会定期総会及び作況反省会
　当麻町そ菜研究会、花き生産組合各部会の定期総会及び作況反省会に、多くの部会員の皆様にご出席をいただき
ました。
　つきましては、今年度の各品目の販売実績を掲載致します。

令和４年度野菜販売実績 11月末現在

11月末現在令和4年度花き販売実績

品　　目 総販売額（千円） 前年比 出荷重量（㎏） 前年比 ㎏単価（円）
666,621

831
359,541
187,843
13,058
13,141
6,265
23,123
2,614
414
259

7,205

96%
62%
110%
117%
106%
120%
126%
133%
122%
94%
78%
125%

2,964,303
4,173

549,800
428,180
25,430
73,398
7,086
60,427
8,043
675
513

96%
45%
98%
110%
105%
118%
117%
139%
133%
88%
99%

225
199
654
445
513
179
884
383
325
614
506

100,164
21,209
23,025
13,599
12,452

105%
125%
103%
94%
104%

1,319,115
378,810
164,154
288,746

96%
100%
94%
84%

76
56
140

品　　目 総販売額（千円） 前年比 出荷本数（本） 前年比 単価（円）

キ ュ ウ リ
ト マ ト
ミ ニ ト マ ト
で ん す け す い か
メ ロ ン
南 瓜
菜 豆
葉 菜
ナ ン バ ン
豆 類
椎 茸
そ の 他

　 菊 　
カ ー ネ ー シ ョ ン
バ ラ
草 花
そ の 他

【各部会役員名簿】
　各部会定期総会にて、役員の任期満了に伴う役員改選が行われましたので、新役員をご報告致します。

[キュウリ部会] [トマト部会] [南瓜・メロン・葉菜豆部会]
部会長
宇園別3-1区　齋田　浩二
副部会長
開　明2-3区　美頭　勇二
東　　1-3区　高橋　佳靖

部会長
伊香牛2-2区　赤木　宏志
副部会長
北　星3-1区　菅野　史昭
開　明3-1区　青森　賢一

[でんすけ部会]
部会長
宇園別2-1区　伊林　和彦
副部会長　　
伊香牛3-3区　平岡　智孝
中　央1-2区　髙橋　利文

部会長
北　星2-2区　天野　充博
副部会長
伊香牛2-2区　朴谷　和夫
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94%
104%

1,319,115
378,810
164,154
288,746

96%
100%
94%
84%

76
56
140

品　　目 総販売額（千円） 前年比 出荷本数（本） 前年比 単価（円）

キ ュ ウ リ
ト マ ト
ミ ニ ト マ ト
で ん す け す い か
メ ロ ン
南 瓜
菜 豆
葉 菜
ナ ン バ ン
豆 類
椎 茸
そ の 他

　 菊 　
カ ー ネ ー シ ョ ン
バ ラ
草 花
そ の 他

【各部会役員名簿】
　各部会定期総会にて、役員の任期満了に伴う役員改選が行われましたので、新役員をご報告致します。

[キュウリ部会] [トマト部会] [南瓜・メロン・葉菜豆部会]
部会長
宇園別3-1区　齋田　浩二
副部会長
開　明2-3区　美頭　勇二
東　　1-3区　高橋　佳靖

部会長
伊香牛2-2区　赤木　宏志
副部会長
北　星3-1区　菅野　史昭
開　明3-1区　青森　賢一

[でんすけ部会]
部会長
宇園別2-1区　伊林　和彦
副部会長　　
伊香牛3-3区　平岡　智孝
中　央1-2区　髙橋　利文

部会長
北　星2-2区　天野　充博
副部会長
伊香牛2-2区　朴谷　和夫

JA当麻 JA当麻 ●● 2023. 1月号 2023. 1月号

11



洋花班

菊班

１2月２日　総販売金額２億円を目標に
当麻町花き生産組合 第６3事業年度定期総会及び全体作況反省会

　農協３階大ホールにて当麻町花き生産組合第63事
業年度定期総会及び全体作況反省会が開催されまし
た。
　開会冒頭、田中組合長より「今現在、肥料始め生
産資材が高騰している訳ですが、生産者は勿論、農協
職員の努力もあり各品目ともかつてない高単価で終え
ることができました。また今年度につきましても、当麻
町より花き支援事業として助成をいただいたこと、町・
農協各施設に花を飾っていただいたことに感謝とお礼
を申し上げます。これからも生産者一丸となりブランド
の拡大を目指していきたいと思っておりますので皆様
のご協力をお願いいたします」と挨拶。
　次に、ＪＡ坂下常務理事、村椿町長からの来賓祝辞の
後、定期総会議事にて令和４年度事業報告、令和５年

度事業計画（案）について審議され、提案通り承認されました。
　また、役員改選では伊香牛２区 土井清司さんが新組合長となり、新たな役員体制で今年度の活動がスタートいたし
ました。
　引き続き行われた全体作況反省会では、今年度の花き栽培管理努
力により高品質な生産・安定的な出荷を行い優秀な成績を収めた生
産者に表彰が行われ、田中組合長より表彰の盾が贈呈されました。続
いて事務局より、今年度の販売実績・市場販売情勢について報告が
なされました。

定期総会の様子

最優秀賞　　　　伊香牛１区　　　　　 坂本　拓生　様
『花き栽培において栽培管理努力により高品質な生産を行い安定した出荷に
努め、出荷本数において極めて優秀な成績によるものです。』

優 秀 賞　　　　比　布　町　　　　　 太田　　茂　様
『花き栽培において栽培管理努力により高品質な生産を行い安定した出
荷に努め、出荷本数において優秀な成績によるものです。』

功 労 賞　　　　中 央 ５ 区　　　　　 中瀬　　宏　様
『多年に渡り高品質かつ安定的な菊類の生産に尽力され組織発展に大き
く寄与されたものです。』

功 労 賞　　　　中 央 ４ 区　　　　　 小林　政夫　様
『多年に渡り高品質かつ安定的な草花類の生産に尽力され組織発展に大
きく寄与されたものです。』

新
役
員

組 合 長　伊香牛２区　土井　清司
副組合長　緑 郷 １ 区　大泉　貴文
　　　　　中 央 ２ 区　畠山　　譲

理　　事　中 央 ４ 区　小林　政夫
　　　　　中 央 ６ 区　弘中　幸男
　　　　　伊香牛２区　赤木　宏志

理　　事　比　布　町　勝見　宏彰
監　　事　中 央 ６ 区　松尾　昭春
　　　　　比　布　町　太田　　茂

挨拶をする土井新組合長

表彰の盾

キュウリ部会 最優秀賞 宇園別３－１区 斎田　幸宏 様

トマト部会 最優秀賞 伊香牛３－２区 鈴木　隆之 様

でんすけ部会 最優秀賞 中　央３－４区 楠木　敏明 様

南瓜・メロン・葉菜豆部会 最優秀賞「南　瓜部門」 中　央３－４区 楠木　敏明 様

最優秀賞「メロン部門」 開　明２－３区 ㈱美頭農園 様

最優秀賞「葉　菜部門」 宇園別２－３区 辻　　和博 様

新
　役
　員

会　　　長　　　宇園別２－２区　　　開田　厚志
副　会　長　　　宇園別２－３区　　　山田　雅夫
　　　　　　　　緑　郷３－１区　　　川上　裕一
監　　　事　　　中　央２－３区　　　真鳥　修一
　　　　　　　　宇園別３－１区　　　斎田　幸宏

12月６日　環境に左右されない強い産地づくりを目指す
当麻町そ菜研究会第５7事業年度定期総会及び全体作況反省会

　農協３階大ホールにて、当麻町そ菜研究会第５７事業年度
定期総会及び全体作況反省会が開催され、そ菜研究会員、
各関係機関担当者など約60名が出席されました。
　始めに朝野会長より「今年でコロナ禍３年目になりますが、
平時の時には温泉に１泊し、労を労いながら親睦を深めてき
た訳ですが、コロナ禍がこれほど長く続くとは想像をしてい
ませんでした。昨年米価が下落したと聞いた時に、複合経
営がいかに大切か、野菜においても先人達が築き上げた品
目の中から作物を選択できることは大変幸せだと思います。
　今年度、町・農協からの多大なる支援により、100％助
成のハウス導入などありましたが、それが当たり前だと思わ
ず、感謝の気持ちを持ちながら作物生産に向かっていただ

きたいと思います」と挨拶。
　続いて、令和４年度優秀出荷者の表彰が行われ、各部会品目において優秀な出荷成績を収められた生産者へ朝野会
長より表彰盾が手渡されました。
　次に来賓を代表して、ＪＡ坂下常務理事、村椿町長より祝辞をいただき、議事では令和４年度事業報告、令和５年度
事業計画（案）について審議され、役員改選では副会長の開田厚志さんが会長となり、新たな新執行体制でのスター
トとなりました。
　総会終了後行われた全体作況反省会では、事務局より今年度の各部会実績・情勢経過・道内外の各品目別取扱数
量などが報告されました。

定期総会の様子
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農協各施設に花を飾っていただいたことに感謝とお礼
を申し上げます。これからも生産者一丸となりブランド
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度事業計画（案）について審議され、提案通り承認されました。
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産者に表彰が行われ、田中組合長より表彰の盾が贈呈されました。続
いて事務局より、今年度の販売実績・市場販売情勢について報告が
なされました。
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挨拶をする土井新組合長
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　　　　　　　　宇園別３－１区　　　斎田　幸宏
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　始めに朝野会長より「今年でコロナ禍３年目になりますが、
平時の時には温泉に１泊し、労を労いながら親睦を深めてき
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ませんでした。昨年米価が下落したと聞いた時に、複合経
営がいかに大切か、野菜においても先人達が築き上げた品
目の中から作物を選択できることは大変幸せだと思います。
　今年度、町・農協からの多大なる支援により、100％助
成のハウス導入などありましたが、それが当たり前だと思わ
ず、感謝の気持ちを持ちながら作物生産に向かっていただ

きたいと思います」と挨拶。
　続いて、令和４年度優秀出荷者の表彰が行われ、各部会品目において優秀な出荷成績を収められた生産者へ朝野会
長より表彰盾が手渡されました。
　次に来賓を代表して、ＪＡ坂下常務理事、村椿町長より祝辞をいただき、議事では令和４年度事業報告、令和５年度
事業計画（案）について審議され、役員改選では副会長の開田厚志さんが会長となり、新たな新執行体制でのスター
トとなりました。
　総会終了後行われた全体作況反省会では、事務局より今年度の各部会実績・情勢経過・道内外の各品目別取扱数
量などが報告されました。
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ＪＡ当麻役員研修
　10月25日から28日までの4日間の日程にてＪＡ当麻役員研修が開催されました。
　今回の視察内容としては、26日にサタケ精米システム、物流の拠点となる福岡ソノリク物流センター、27日に
野菜のカット・パッケージ工場を所有する倉敷青果、当麻米の関西圏での販売を手掛ける伊丹産業並びに関西スー
パーマーケットを視察致しました。
　最初の視察先であるサタケでは、最先端の技術を駆使した精米システムであるミルスタの実物を見学しておりま
す。今回見学した精米システムは月間の生産能力が2,000ｔであり、システムの中でもロング・ライフ・ライス・
プロセス（ＬＬＲＰ）は、玄米に混入している貯殻害虫の殺虫、玄米の表面に付着する細菌等の殺菌を目的として
開発された設備であり、この装置を使用することで玄米・白米ともに、品質の向上、保存性の向上及び食味と食感
の向上に期待できるとのことであります。
　福岡ソノリクでは、関西、中四国、九州にそれぞれ集配送拠点とな
る物流センターを所有した集配ネットワークを展開しております。現在
の農産物の物流は、消費動向や小売店のニーズに応じて出荷量をコン
トロールすることが求められており、高度な長期保管技術が必要との
ことであります。鮮度の低下をおさえる貯蔵システムを使用し、様々
な農産物を長期にかつ新鮮に保存しているとのことであります。今回
訪問した岡山物流センターでは、約3,200ｔの貯蔵が可能な冷蔵倉庫
を完備し、当組合の農産物の取り扱いもあります。物流を制する者は
商流を制するとも言われ、物流の重要な拠点となっております。
　倉敷青果では、生活スタイルの変化（単身世帯の増加、女性の社会
進出、高齢化、外食・中食の増加）に伴い、野菜需要も変化していくことにいち早く対応し、加工・業務用野菜需
要に対応した取り組みを実践しております。市場内にカット工場を完備し、実需者である量販店、コンビニ、外食

店等のニーズに対応した食の安全・安心、定時・定量・定品質・定価
格を実現しているとのことであります。また産地からカット工場まで一
貫したコールドチェーンの確立、カットした野菜残渣を飼料原料や堆
肥化も行っており、青果市場並びにカット野菜部の売上はともに右肩
上がりで推移しております。
　伊丹産業、関西スーパーマーケットでは、今後の米の販売動向や販
売情勢の情報提供をいただき、当地の令和4年産米の作柄等につい
て情報交換を行っております。関西スーパーマーケットは、関西圏に
64店舗を展開し、社員1,155名、パート他2,842名の従業員を雇
用しており、従業員の健康維持と管理に加え、本社には作業実習室な

どの教育施設が充実した企業であります。特に関西スーパーが他にない当社自慢の品として当麻産の「今摺米きた
くりん」5ｋｇ袋とパックごはんを広告で大きく取り上げていただき、店舗には通常の陳列の他に特設コーナーを設
けてお客様の目を引き、手に取りやすいように並べられており、推奨商品での販売促進対応を感じるところであり
ました。
　引き続き当JAとして、農産物の販売先や物流を含めた取引先との強固な関係を保ちながら、先進的な技術や設
備等の情報を逸早く取り入れ、販売に関連する取引先における情報収集に努め、多くの農産物が安定的、かつ鮮度
が維持された状態で消費者のもとへ届くよう役員一同取り進めて参ります。

生産組織・役職員合同農産物集荷報告会
　農協３階大ホールにて、生産組織代表とＪＡ役職員に
よる令和４年産農産物集荷報告会を開催いたしました。
　各担当より農産物の実績、令和４年産米の全国情勢、
各種補助事業の情報提供などの説明が行われました。

11月16日

　農協３階大会議室にて行われた当麻町水稲防除連絡協議
会定期総会では、当麻町水稲防除連絡協議会委員11名全
員の書面議決書が提出され、総会成立となりました。
　議題では、令和４年度事業報告並びに収支決算報告、令
和５年度事業計画（案）並びに収支予算（案）について、
全議案が原案通り承認されました。

11月28日

当麻町水稲防除連絡協議会定期総会

　農協３階大会議室にて行われた当麻町施設園芸ヘルパー利
用組合定期総会では、当麻町施設園芸ヘルパー利用組合員43
名中、５名が出席、38名の書面議決書が提出され、総会成立
となりました。
　議題では、令和４年度事業報告並びに収支決算報告、令和
５年度事業計画（案）並びに収支予算（案）について審議され、
役員改選では新組合長に宇園別３区 齋田浩二氏が就任し、新
たな体制でスタートを切りました。

組 合 長　　宇園別３区　　齋　田　浩　二
副組合長　　緑郷１区　　　大　泉　貴　文
　　　　　　開明２区　　　美　頭　勇　二
監　　事　　中央６区　　　松　尾　昭　春
　　　　　　東１区　　　　高　橋　佳　靖

当麻町施設園芸ヘルパー利用組合定期総会
11月30日

新　役　員

新型コロナウイルス感染症の拡大防止に鑑み、
書面による決議をお願いさせていただきました。

　悪天候の中、ＪＡ女性部10名がコロナ禍の中でマス
クを着用して換気を行いながらしめ縄作り教室に参加
致しました。昨年のリース作りから当麻町花工房「比呂」
の中島さんを講師に招き、各部員が豪華でボリューム
のあるオリジナルのしめ縄作りに奮闘しました。
　女性部活動もコロナ禍の影響で少ない参加部員でし
たが、今後も感染防止を徹底し、交流の場を設けます
ので女性部活動にご理解とご協力をお願い致します。

12月1日

ＪＡ女性部　しめ縄作り教室

新型コロナウイルス感染症の拡大防止に鑑み、
書面による決議をお願いさせていただきました。
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ＪＡ当麻役員研修
　10月25日から28日までの4日間の日程にてＪＡ当麻役員研修が開催されました。
　今回の視察内容としては、26日にサタケ精米システム、物流の拠点となる福岡ソノリク物流センター、27日に
野菜のカット・パッケージ工場を所有する倉敷青果、当麻米の関西圏での販売を手掛ける伊丹産業並びに関西スー
パーマーケットを視察致しました。
　最初の視察先であるサタケでは、最先端の技術を駆使した精米システムであるミルスタの実物を見学しておりま
す。今回見学した精米システムは月間の生産能力が2,000ｔであり、システムの中でもロング・ライフ・ライス・
プロセス（ＬＬＲＰ）は、玄米に混入している貯殻害虫の殺虫、玄米の表面に付着する細菌等の殺菌を目的として
開発された設備であり、この装置を使用することで玄米・白米ともに、品質の向上、保存性の向上及び食味と食感
の向上に期待できるとのことであります。
　福岡ソノリクでは、関西、中四国、九州にそれぞれ集配送拠点とな
る物流センターを所有した集配ネットワークを展開しております。現在
の農産物の物流は、消費動向や小売店のニーズに応じて出荷量をコン
トロールすることが求められており、高度な長期保管技術が必要との
ことであります。鮮度の低下をおさえる貯蔵システムを使用し、様々
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訪問した岡山物流センターでは、約3,200ｔの貯蔵が可能な冷蔵倉庫
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店等のニーズに対応した食の安全・安心、定時・定量・定品質・定価
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上がりで推移しております。
　伊丹産業、関西スーパーマーケットでは、今後の米の販売動向や販
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ました。
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　農協３階大ホールにて、生産組織代表とＪＡ役職員に
よる令和４年産農産物集荷報告会を開催いたしました。
　各担当より農産物の実績、令和４年産米の全国情勢、
各種補助事業の情報提供などの説明が行われました。

11月16日

　農協３階大会議室にて行われた当麻町水稲防除連絡協議
会定期総会では、当麻町水稲防除連絡協議会委員11名全
員の書面議決書が提出され、総会成立となりました。
　議題では、令和４年度事業報告並びに収支決算報告、令
和５年度事業計画（案）並びに収支予算（案）について、
全議案が原案通り承認されました。

11月28日

当麻町水稲防除連絡協議会定期総会

　農協３階大会議室にて行われた当麻町施設園芸ヘルパー利
用組合定期総会では、当麻町施設園芸ヘルパー利用組合員43
名中、５名が出席、38名の書面議決書が提出され、総会成立
となりました。
　議題では、令和４年度事業報告並びに収支決算報告、令和
５年度事業計画（案）並びに収支予算（案）について審議され、
役員改選では新組合長に宇園別３区 齋田浩二氏が就任し、新
たな体制でスタートを切りました。

組 合 長　　宇園別３区　　齋　田　浩　二
副組合長　　緑郷１区　　　大　泉　貴　文
　　　　　　開明２区　　　美　頭　勇　二
監　　事　　中央６区　　　松　尾　昭　春
　　　　　　東１区　　　　高　橋　佳　靖

当麻町施設園芸ヘルパー利用組合定期総会
11月30日

新　役　員

新型コロナウイルス感染症の拡大防止に鑑み、
書面による決議をお願いさせていただきました。

　悪天候の中、ＪＡ女性部10名がコロナ禍の中でマス
クを着用して換気を行いながらしめ縄作り教室に参加
致しました。昨年のリース作りから当麻町花工房「比呂」
の中島さんを講師に招き、各部員が豪華でボリューム
のあるオリジナルのしめ縄作りに奮闘しました。
　女性部活動もコロナ禍の影響で少ない参加部員でし
たが、今後も感染防止を徹底し、交流の場を設けます
ので女性部活動にご理解とご協力をお願い致します。

12月1日

ＪＡ女性部　しめ縄作り教室

新型コロナウイルス感染症の拡大防止に鑑み、
書面による決議をお願いさせていただきました。
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　当麻町農業税対協議会では、農協３階大ホールにて第19
回定期総会を開催致しました。
　始めに佐々木会長より「来年からインボイス制度が始ま
り、年明け３月までに登録しなくてはならないとのことで
すので、これから開催予定の研修会で勉強いただければと
思っております。当協議会といたしましてもそれに対応す
るべく、また会員の皆様に周知するべく対応して参ります
ので、会員皆様のご協力をお願いいたします」と挨拶。続

いて村椿町長、ＪＡ福井組合長から来賓挨拶のあと事務局より、令和３年度活動報告及び収支決算報告、令和４年
度活動計画（案）及び収支予算（案）が審議され、全議案が承認されました。

12月9日

当麻町農業税対協議会定期総会

当麻町そ菜研究会　道外視察研修
　当麻町そ菜研究会主要３部会では今後の組織活動や施設園芸作物の振興に繋げる事を目的に青年部と共に道外
視察研修を行って参りました。
　キュウリ部会につきましては、11月7日～ 9日の日程でキュウリの
産地である福島・埼玉方面へ赴き、福島県ではJA夢みなみにて選果
施設「きゅうりん館」を拝見させて頂きました。選果機については、キ
ュウリの傷や鮮度を示すイボが取りにくい仕様の「無落差無転倒方式」
を採用していると説明頂きました。埼玉県では㈱埼玉原種育成会へ赴
き、試験圃場にて部会品種である「まりん」の当地とは異なった栽培
方法や新品種である「706」について品種特性を伺いました。

　でんすけ部会につきましては、11月13日～ 15日の日程でスイカの
主力産地である熊本県へ行って参りました。JA鹿本へ赴き、瓜類選
果場と圃場を拝見させて頂きました。選果場では、同じ選果機で大玉・
小玉・メロンを選果する多品目に対応出来る選果機でありました。また、
受入は生産者が自家用車にてバラ積みで運搬し受入レーンに流すとい
う当地と異なる仕組みを取り入れておりました。圃場視察については、
収穫目前のハウスを拝見し防虫ネットによる害虫被害対策や土壌病害
の対策方法について生産者を交え意見交換を行いました。

　トマト部会につきましては、11月20日～ 22日の日程でミニ
トマトの主力産地である熊本県にて視察を行って参りました。熊
本県の産地であるJAやつしろへ赴き、ミニトマト選果場と生産
者圃場を拝見させて頂きました。選果施設では、日量４５tの処
理能力を持ち、自動箱詰機や積み下ろしロボットを用いて人件
費の削減に努めているとの事でありました。生産者の圃場視察
では品種や栽培方法、土壌病害の対策について産地動向を伺い
栽培方法についての情報交換を行いました。

令和５年度　JA当麻　野菜集荷場　受入カレンダー

の印は受け入れ休みとなりますので、ご協力をお願い致します。
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　当麻町農業税対協議会では、農協３階大ホールにて第19
回定期総会を開催致しました。
　始めに佐々木会長より「来年からインボイス制度が始ま
り、年明け３月までに登録しなくてはならないとのことで
すので、これから開催予定の研修会で勉強いただければと
思っております。当協議会といたしましてもそれに対応す
るべく、また会員の皆様に周知するべく対応して参ります
ので、会員皆様のご協力をお願いいたします」と挨拶。続

いて村椿町長、ＪＡ福井組合長から来賓挨拶のあと事務局より、令和３年度活動報告及び収支決算報告、令和４年
度活動計画（案）及び収支予算（案）が審議され、全議案が承認されました。

12月9日

当麻町農業税対協議会定期総会

当麻町そ菜研究会　道外視察研修
　当麻町そ菜研究会主要３部会では今後の組織活動や施設園芸作物の振興に繋げる事を目的に青年部と共に道外
視察研修を行って参りました。
　キュウリ部会につきましては、11月7日～ 9日の日程でキュウリの
産地である福島・埼玉方面へ赴き、福島県ではJA夢みなみにて選果
施設「きゅうりん館」を拝見させて頂きました。選果機については、キ
ュウリの傷や鮮度を示すイボが取りにくい仕様の「無落差無転倒方式」
を採用していると説明頂きました。埼玉県では㈱埼玉原種育成会へ赴
き、試験圃場にて部会品種である「まりん」の当地とは異なった栽培
方法や新品種である「706」について品種特性を伺いました。

　でんすけ部会につきましては、11月13日～ 15日の日程でスイカの
主力産地である熊本県へ行って参りました。JA鹿本へ赴き、瓜類選
果場と圃場を拝見させて頂きました。選果場では、同じ選果機で大玉・
小玉・メロンを選果する多品目に対応出来る選果機でありました。また、
受入は生産者が自家用車にてバラ積みで運搬し受入レーンに流すとい
う当地と異なる仕組みを取り入れておりました。圃場視察については、
収穫目前のハウスを拝見し防虫ネットによる害虫被害対策や土壌病害
の対策方法について生産者を交え意見交換を行いました。

　トマト部会につきましては、11月20日～ 22日の日程でミニ
トマトの主力産地である熊本県にて視察を行って参りました。熊
本県の産地であるJAやつしろへ赴き、ミニトマト選果場と生産
者圃場を拝見させて頂きました。選果施設では、日量４５tの処
理能力を持ち、自動箱詰機や積み下ろしロボットを用いて人件
費の削減に努めているとの事でありました。生産者の圃場視察
では品種や栽培方法、土壌病害の対策について産地動向を伺い
栽培方法についての情報交換を行いました。

令和５年度　JA当麻　野菜集荷場　受入カレンダー

の印は受け入れ休みとなりますので、ご協力をお願い致します。
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タテのカギ ヨコのカギ
初詣で、受験を控える子の難
関ーーを祈願した
２つで１組のーー茶わん
客のためにワインを選びます
師匠の下で学びます
親から子へ受け継がれます
ーー ・中期・末期
年賀状によく書かれる２文字の
熟語
湖に張った氷に穴を開けて楽し
むこともあります
登山やキャンプで使う寝袋
コンコンと鳴く動物
警察は原則としてーー不介入で
す

正月に飲む薬酒。おーー気分が
なかなか抜けない
髪の毛の渦巻き
エッフェル塔がある都市
練り物やダイコンを煮込んで作
ります
自分より後に生まれた人はみん
なこれ
食事の管理や指導を行います
昨年はナスのーーがとても良
かった
太鼓や木琴トライアングルなど
のこと
毛筆でしたためることも
大学入学共通テストは国公立大
学だけではなくーー大学も利用
しています
計画のこと。お得な宿泊ーー
京都・三十三間堂の通し矢で新
成人が引きます
一ーー ・二タカ・三ナスビ
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二重マスの文字を、
A～Dの順に並べてできる
言葉は何でしょうか？
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JA当麻 金融共済課
TEL 0166-84-2124 まで
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年末・年始の営業について年末・年始の営業について
年末年始の営業を下記の通りとさせて頂きますので、宜しくお願い致します

本 部 事 務 所

金 融 関 係

現金自動預払機（ＡＴＭ）

資 材 事 務 所

給 油 所

業　　務　　納　　め

１２月３０日（金）

１２月３０日（金）

１２月３０日（金）

１２月３０日（金）

１２月３１日（土）正午まで営業

業　　務　　初　　め

１月5日（木）

１月４日（水）

１月４日（水）

１月5日（木）

１月４日（水）～６日（金）8：30～17：00まで営業

令和５年度の共同育苗苗（野菜・果実）の申し込みについて
　令和５年度共同育苗苗の申込書につきましては、既に部会員の皆様を対象に配布しております。申込期限につい
ては12月23日（金）迄となっておりますので、まだ申し込みをされていない方は種子注文等ありますので、早め
に営農販売課までご提出願います。
　また、新たに部会加入される方は営農販売課にて加入手続きとその要領を
理解していただき、苗の申し込みをお願い致します。
　一般苗の申し込みについては１月10日（火）からとなっております。部会
品目の苗生産時期以外や余力スペースにて生産致しますので、ご希望に添え
ない場合もありますので、ご理解いただき、印鑑持参の上、営農販売課まで
申し込み下さい。

営農販売課からのお知らせ

ＪＡ当麻　№629
発 行 日　　令和5年1月

発　　行　　当麻農業協同組合

編　　集　　金融部融資相談課

住　　所　　上川郡当麻町４条

　　　　　　　　東３丁目４番63号

電　　話　　０１６６-８４-２４２０

ＪＡ当麻ホームページ

　URL　http://www.ja-tohma.jp/

今月の運勢

気持ちを引き締め丁寧な所作
を心がけて。高めの目標設定
が良い運気を呼び込みます。
あいさつ周りと宴席にツキ

牡羊座
（3/21～4/19）

早めのスタートが勢いに乗る
こつ。予定は前倒しで進めま
しょう伝統文化に触れる機会
を大切に。和服も◎

牡牛座
（4/20～5/20）

礼儀正しい態度で好感度が上
昇。やりたいことがあるとき
ほど周囲の話をよく聞いて。
協力者が現れる予感です

双子座
（5/21～6/21）

あれこれ言われてキャパオー
バーになりがち。全部やろう
と思わないで。状況整理から
入ると良い案が浮かびます

蟹座
（6/22～7/22）

運勢は活気づき活躍の場が増
えていきます。フットワーク良
く動けるよう身軽な状態にし
ておきましょう

獅子座
（7/23～8/22）

初心に返り謙虚に、着実に動
いていきましょう。大きな実り
が期待できます。うれしいニ
ュースを届けてくれる人も

乙女座
（８/23～９/22）

時間調整の難しいとき。1人
で動いた方がストレスは少な
そう。共同作業が必要なこと
は丁寧に説明を

天秤座
（９/23～10/23）

情報収集に力を入れて。問題
解決に近づきます。いつもの
作業にも新たな気付きがあり
そう。清掃や洗濯にツキ

蠍座
（10/24～11/22）

ピンチをチャンスに変える力
強さがあります。状況は厳し
くても諦めないで。反対意見
に耳傾けると逆転へ

射手座
（11/23～12/21）

勢いのある好調運ですが独り
善がりにならないように。周り
の人のことを思って行動すると
好結果に。金運も良好

山羊座
（12/22～1/19）

上昇運です。周囲が協力して
くれ良い方向に進みます。1人
で悩まずに相談を。良い知恵
も貸してもらえるはず

水瓶座
（1/20～2/18）

自分の意見を少し譲ると思っ
ていた以上にスムーズに進み
ます。予定や計画も実行しや
すいように手を加えてみて

魚座
（2/19～3/20）
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